
芸術教育 と舞踊 教育
一 三浦 ヒロの思 想 と実践 一

安 村 清 美

1. は じ め に

三浦 ヒロ1)に関しては, 先行研究2)に よってそ

の経歴, 独自的な教育思想を形成するに至った芦

田恵之助の影響 と関連, さらに禅的思想の教育

への導入等, 詳 しく述べられている。

本研究は, 上述の研究を踏まえなが ら, より三

浦の舞踊あるいは舞踊教育への考えを詳細に把え

たいと考えるものであり, 三浦の人物研究という

よりは, むしろ三浦の舞踊=ダ ンス観とその実践

を通して何を教育 しようとしていたかを明 らかに

したいという視点に立つものである。

昭和前期における舞踊教育界にあっては, 東京

女子高等師範学校教授(大 正15年 ～昭和10年)と

して, 約10年 在職 し, 続いて私学の教師となって

か らも旺密な研究心と真摯な態度での教育実践を

通 して自己の理想への接近を図る。戦時体制にむ

か う中で, 当時の体育界に三浦の理念と実践は必

ず しも容易に受け入れ られたとは解されないが, 

この間の著書だけでも9冊 にのぼる。これ らの著

書から得られる三浦の舞踊教育思想と実践に関す

る手懸りは, 昭和前期における日本のダンスと体

育の流れを傍証するものであり, 現在の我々にと

っても舞踊と教育を考えるにあた って, 新たな示

唆を与えていると思われる。

2. 舞踊知識と発言

三浦の舞踊に関する思想 と実践を形成 してゆく

前提として, 彼女がどのような舞踊知識を吸収し, 

それをいかに咀噛して自己の見解 としたかを以下

考察 してゆく。

〈舞踊の根源的性質〉

舞踊教育に関 して, 初めて論的内容が含まれる

著書 「行進遊戯 」では, "ダ ンスの起源、"ダ ン

スの其の後の推移、"ダ ンスの効果. "ダ ンスの

分類、3)と項目を立て論述 している。ここでは, 

「思想感情の発表機関としてのダンス 』として『身

振, 手真似, 顔色の変化といったような身体運動

が人類の意志並びに感情の唯一の発表機関であっ

た 』4)と言い, 運動そこに内包される感情との関

連に着目する。また 『生活力の過剰により発生 し

たダンス 」5)では, 非常な喜びにあった場合の内

なる充満 した力の表現等は, 人類のみならず動物

にも見出せ るものであるとしている。さらに 『宇

宙と人間の リズム運動から見たダンス 』として, 

宇宙を一つの リズムをもった運動体 と把え, 『

宇宙といふ大なる有機体の一部であるところの我

々人間は, 其の運動を常に宇宙と共に流してゆか

なければな らない関係にある 』6)とし, 宇宙の諸

現象及び人類の生活に運動と リズムの共通性を認

め, 両者の リズム運動の間に必ず何等かの一致が

あるはずであると結論づけている。

このように, 舞踊の発生的本質を, コミュニケ
ーションの媒体であり, かっ, 動物の本能に根ざ

したものであることを述べ, さらに宇宙一自然界

の運動 とリズムについても言及 し, ここに包含さ

れる人類の根源としてダンス体である我々の存在

を位置づけようとしている。

〈歴史的知識とその効果〉

三浦は, 舞踊を歴史的に把握 し, それを単なる

事実としてではな く, 歴史的に見出せ る人物の行

動や思想が我々に与える影響一三浦の言をかりれ

ば"効 果、一を掘 り下げようとしている。

例えば, 近代についてみると, 舞踊及び教育関

連人物として, ダンカン, ディアギレフ, ニジン
スキー, ダルクローズ, ラバン等を挙げ, それぞ

れについて, 独特の舞踊の種類 ・目的 ・効果を述

べている。即ち, ダンカンであれば, 古典的ダン

スであり, ギ リシヤ思想に回帰し,『 魂の復活に

よって澄洌 たる再生の喜 びを見る 』7)ダンスで

あると述べ, ダルクロ-ズ については, ユ リス ミ

1)経 歴 については, 末尾 附1参 照

2)高 橋美栄子 「昭和初期 における我が国学校 ダ ンスに関す る考察 一 三 浦 ヒロの ダンス論を中心に 一 」体 育

学研究2(北 海道支部)1966, 国枝 たか子 『近代 日本女性体育史 』 「ダ ンスによる児童中心 主義の実践 一 三

浦 ヒロ」日本体育社, 1981, 等

3)著 書No. 3P. 33～P. 94

4)同 上P. 34

5)同 上P. 36

6)同 上P. 39

7)同 上P. 71
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ックスー 音楽的立場から身体運動を研究 し, 『美

的情操の陶冶 』8)に資するダンスであるという。

つまり, 三浦は, 古代エジプ トの舞踊から近代

のモダン ・ダンスまでの舞踊の歴史を通覧 しなが

ら, その本質的価値を読みとろうとしている 一

舞踊の多目的性とそれぞれの価値 一 姿勢をもち, 

限定 されない舞踊の拡が りを認めていると考えら

れる。

〈感情の純化 ・美的感情 一 舞踊の創作〉

「女性髄育 とダンス 」では, 舞踊の創作的価値

に着目し, 他芸術や芸術家 ・哲学者たちの論を引

用 しなが ら, "芸術の創作せられるまで。"芸 術

作品の鑑賞、"ダ ンスの生命としての美的感情9)

について論述 している。

次表は, その著書に三浦がまとめ掲載されてい

るものである。ここに見られるように, まず作者

が 『対象の享受によって内面に生起 したところの

10)

一っの感情を, 幾多の労作を通 して理想的な感情

に洗練統一 したもの』 を"感 情の純化、と呼び, 

『感情の純化は, 芸術がその内容として, 美的感

情をもたなければな らない 』11)と述べ, 創作の出

発点を明記 し,「 単なる直観によって得たのみの

感情を内容としては, 芸術は成立しない 』と追記

して, 感覚的感情と美的感情の差異を明らかにし

ている。さらに, この両者間を継な ぐ作者は, 『感

情を 「意識している我 」が, 「感ずる我 」と二つ

に分立せられてをりますので, 「生命の深層から

溢れ出る力 」を呼びおこす 』12)ために 『強力な内

省の力によって, 作者の生活理想の中に融化せ し

める』13)ことで 『芸術が真の芸術たる 』ものであ

るという。そして, この感情純化の労作に続いて, 

芸術的具体性のための 『内なるものの外面化, 客

観化 』14)としての表現 ・形成について述べている。

表現については, 『内面的な心的活動を外部的, 

客観的なものに表すはたらき 』ではあるが, 『日

常の生活に現れる表現は, 或は無意識的な行為で

あり, 無目的的な活動である場合が多 く……芸術

活動としての表現は, あ くまで意志的の労作であ

り, 意識上の問題であり, 目的的な行動でなけれ

ばな らない 』15)と, 日常と芸術上の表現を区別 し

ている。ここでの表現活動では, 『内面に純化せ

られた感情と, 現実生活との交渉 』16)が重要であ

り, 表現の内容は, 『現実生活を理想的に止揚す

るところの生活感覚 』でなければならないと結論

している。

表現内容の決定に続いて形式の選定があり, こ

の形成については, 『一定の媒材によって, 素材

となるところのものを何等かの具体的形式に固定

せしめる一つのはたらき 』17)であるとし, 『表現

は常に形成によって完了せられ るものであり, 形

成は表現を内包したところのものである』18)と述
べ, その不可分性を説 く。ここに於いては, "媒

材、が重要な意味を持ち, 『ダンスの創作に際し

ては, 身体運動の持つ魅力を十分に理会 し, あら

ゆる運動の内容に精通 している必要がある 』と素

材の特殊性にも言及 している。

以上のように, 芸術の創作過程を明 らかにしな

がらも, 最終的に作品を決定するものは, 『作者

の人間的深さ』であり, 『これが最後に作品の上

でま成形の品作 りよ受享の象封

成 形 と 現 表

〔著書No6, P249よ り 〕

8)著 書NO. 3R83

9)著 書No. 6P. 233～P.273

10)11)同 上P. 233

12)同 上P. 236

13)同 上P. 237

14)同 上P. 238

15)16)同 上P. 240(こ こに お け る表 現 とは, 現 代 の 芸術 学 に お け る"表 出 。 一 内 的 な もの を 外 化 す る

原 理 的 作 用 一 の 意 味 に 解 す る と理 解 で き る 。)

17)同 上P. 243

18)同 上P. 244

-22-



に滲み出て, いわゆる個性を形成する 』19芝述べ

る。

ここに見 られる"感 情の純化、や"美 的感情、

は, 創作に関 しての論述ではあるが, 後に考察す

る舞踊の教育的目的や価値においても強調されて

いる事項であり, これは, 三浦が教育の中に創作

を持ち込まなか ったにもかかわらず, 舞踊ひいて

は芸術教育の基本的価値の認識があったことを証

明するものであろう。

3. 『行進遊戯 』について

〈定義と目的〉

三浦の行進遊戯に関する定義 と目的についての

記述を抽出 し, 著書別に比較すると 〔表1〕 のよ

うになる。

定義については, 昭和5年 発行の 「行進遊戯 」

では, まず, ダンスを, 荒木直範, 渋井二夫, 高

橋キヤウと当代の著名なダンス研究者及び教育者

の分類と, 学校体操教授要目(大 正2年, 大正15

年)の 分類を挙げ, 名称と内容の不一致を指摘 し
つつ, 自らの分類を明 らかにしている。つまり, 

『ダンスのすべての種類に渉 って最 も体育的に効

果のあるもの 』20)と定義する。昭和7年 には, 『ダ
ンスはもどもと我々の感情を身体運動を通 して表

現しようとする芸術 』21)と, その本質を認めなが

らも, 体育科の中に存する行進遊戯という限定の

中で, 『芸術的基調に立った時, ダンスは体育材

料ではありません。……体育的効果を以って第一

義的条件 とします。』22)と, 前著と同様な見解に立
つ。しかし, 昭和12年 には, 『行進遊戯とは体育

的効果の顕著なダンスを一括したところの特殊な

名称 』と述べ, これは前二著と変わらないものの, 

さらに 『行進遊戯は又, 一の芸術作品であると見

ている。』23)と述べ, ダンスの芸術性及び内容を

基幹としたものに変わっている。

これは, その目的の変化を見れば一層明らかに

なる。つまり, 昭和5年 には, 目的を身体的, 精

神的方面に二分 し, 精神的方面に関しては, ほぼ

要目解説と同様の見解を示 し, 行進遊戯が他の体

操種目と異なる点を強調 している。昭和7年 には, 

ダンスの特性を一歩進めて, 精神的方面では, 『快

活な精神を養ふのはいふに及ばず, 美的情操の発

達を助長し, 感情の純化に資す等, ダンス特有の

感情の陶冶が行はれます 』24)と, この後の三浦の

本領を予感させる発言を している。さらに, 昭和

12年になると, この言を一層深め, 『美的感情を

運動練習を通して体認することにより, ……行為

を通 しての自己把握の好機が恵まれ得る』25)と述

べ, 要目に表われた"人 格の陶冶、の表現を, 三

浦が芸術 とみなした行進遊戯の内容から合目的化

した方向へ引用 しようとす る姿勢が読みとれる。

〈行進遊戯材料 一 内容の検討〉

上述のような行進遊戯観に立つ三浦は, その材

料や内容についても, それぞれの著書で詳細に解

説している。材料選定の前提として, 『材料配当

に際しましては, まつ, 其の時代に於ける一般児

童の心身両面の発育状態を知 らなければな りませ

ん。』26)に代表されるように, 発達(心 身), 環

境, 材料の多岐にわたる検討, 熟慮の重要さを説

く。この前提をもって, 材料の類別を試み, 先述

した定義と目的の変移にそって, 昭和7年 には, 

『行進遊戯の体育的効果に立脚 した類別 』27)とし

て, 1. 身体各部の運動2. 快活な気分3。

身体運動の美的表現のそれぞれを目的とするもの
葬蛍げている. 昭禾m2狂三には. 『人閤形成匹いう

29)

ことを目標 として進む体育陶冶材としての類別一」

と分類基準の変化 もみられ, これを, 1. 生活感

情を内容とするもの2. 美的感情を内容とする

もの3. 表現形成修練の材料に分ける。この分

類に含まれる作品には, 年代を越えて同じもの(例

えば, "汽車、"ワ ルソヴィナ。等)が 見 られ, 

同一作品でありなが ら, 教育目標の重点に変化が

あることが見出せる。

さらに, 教授要目に表れた各学年の材料を分析

的に考慮 した上で, 『運動の部分が非常に下肢に

偏している……又, 運動の内容か ら考えてみまし

ても類似のものが多 く, 多方面から材料を採 って

来たものとは思われません 』29)と, 欠落点を指摘

し, これを補い, かつ感情の酒養を促すものとして, 
一方に遍 しない材料を補充材料として挙げている。

〔表2〕

19)著 書No. 6P. 248

20)著 書No. 3P. 104

21)著 書No. 4(上)P. 6

22)同 上P. 12

23)著 書No. 7P。133

24)著 書No. 4(上)P。7

25)同 上P. 35

26)著 書No. 7P. 133

27)著 書No. 4(上)P. 16

28)著 書No. 7P. 132

29)著 書No. 3P. 134, 135
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著書別にみる行進遊戯の定義と目的 〔表1〕
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「行進遊戯材料」の分析 〔表2〕
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生徒 ・聴講生の感想文に表れた指導作品の内容 〔表3〕
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4. 舞踊と教育-理 想の実現

以上のような三浦の舞踊 一 行進遊戯を, どの

ような理想をもって教育 していたのかを, 以下に, 

その教育観 ・体育観と合わせて考えてゆきたい。

まず, 先行研究で指摘されているように, 三浦

の教師時代全般を貫ぬかれ, 底流をなす芦田恵之

助の"共 流、思想は, いずれの著書にも見られ, 

『教師と児童と共に流れるといふこの考へは, 実

に深重なる意味に於ての児童教育でなければなり

ません 』30)『勿論教授の主体は, 生徒 ・児童であ

って教師ではないのですけれど……教授に於ける

教師と児童は主従の関係にあるものではなくて, 

対等の位置におかれたものであります。』31)と, 

生徒は当然の事, 教師にこそ, 敬度さと熱心さを

もって前進する心構えが必要であると理想を語る。

さらに, 『人間生活の最高理想とは, いふまで

もなく完成せられた人間を意味するものであり, 
…我々教育の理想が常に之を語 っていたにもか

かわらず, 事実は全 くこの点を忘却 していたので

あります。』32)と, 教育における理想に対する体

育の欠如点 一 身体の教育に遍 し, 内面を軽視し

ている 一 を攻撃 し, この"忘 却 していた事、を

実践するために 『私は先づ最初の仕事 として, 考
へる体操指導をは じめてみました。……勿論こ ・

でいふ考へるとは知的な思考を意味するのではな

くて, 実は運動の中に現れた 「自己のあり方 」を

考へることだった。』33)と述べ, 自己の教育の方

向を明らかにしている。

体育に関 しては, 『最 も理想的な体育材料とは, 

外見に表れた動的 ・静的の区別や, 運度量の多寡

を以 ってのみ規定せ られるものではなく, 如何に

被教育者の生命的要求に合致し, この事によって, 

如何に真実な霊肉一致の境地が誘導せられるかに

よって規定せ られねばならない 』鋤 と, 内的生命
に訴える体育を切望 し, 『競技は競技の本質を遺

憾なく発揮 し, ダンスはダンスの生命を十分に発

揮し, 体操は体操の本領を守ってこそ, は じめて

完全なる体育の完成が実現せられ得 る』35)と, 体

育における教育は, 個々の種目の本質を抽出し, 

これを見据えた上で, 教育全体 の理想 一 共流

一 との合一を目指 していることが理解できる。

〔表3〕 は, 三浦のダンス指導に対する感想文

を, 作品別に内容により, "美的感情、"感 情移

入、"生 活理想、の項目に分類したものの一部で

ある。この作品 「ロシヤの少女 」において, 三浦

は, 「心の素直な人は, あらゆる所に幸福を見出

し感謝をもつ 』という生活理想を最終的な教育 目

標とし, 生徒の側は, 『これを踊っていると自然

喜びに満たされて了ふ 』『ロシヤの娘が……綺麗

な洋服を着て踊っているのが目の前に浮かんで来

る様 』『心か ら感謝する事が出来る様な気持ち 』

といふ流れ ～ 三浦の言によれば, 『本当に美的

感情を内容とするものが, 此の生命的な点にふか

く立入って指導せられたとき, それは必ず常にそ

の実演者のまことの心によびかけ……自己の生活

理想を高め…… 』36)一 を受け取っているもので

ある。

これは, 前に考察 したように, 三浦が舞踊の教

育において理想 とす る〈感情の純化 一 美的感

情〉の論や, 行進遊戯の定義 ・目的を実践によっ

て果たし得たとみる一つの証 しとなろう。

しかしながら, ここで言 う"美 的感情、とは, 

あくまで指導された作品の実演者の追体験の範囲

によるもの(「 この美的感情を追体験するといふ

ことによって, そこに実演者の最高至純な感情を

展開せしめ, この心境の中に, 自己の本質を把握

せしめんとすることが, ダンス指導の第 一着眼と

ならねば 』37))であり, 教材を離れない方向での

教育的芸術体験であることは認識され るべきであ

ろう。

5. 総 括

三浦が舞踊 一 行進遊戯を教えていた, 女高師

時代から青山学院時代を通覧すると, 教育に対す

る基本的な信念に変化はないものの, 体育 一 特

に行進遊戯観が変容していく様が読みとれる。初

期には, 舞踊の本質的部分をおさえなが らも, 学

校体 操教 授要 目の指針に合わせていこうとす る
一 身体的効果の重視 一 が, 指導の実践と生徒

の反応を重ねながら, 最終的には, 舞踊の芸術性

の追体験に着眼した目標 一 『ダンスが体育材料

として意義を有するのは, 身体運動を通 して, 情

的方面の訓練に当ることである。従 って体育の材

料である限り, 最 も身体的効果の多いものを選ば
だ け れ げ 灯 らだ い にLて む. あ く史 で茸 の 最 終 目

38)

標とすべき所は, 感情の陶冶でなければならなし溜

30)著 書No. 3P. 358

31)同 上P. 360

32)著 書No. 6P. 49

33)同 上P. 63

34)同 上P. 190

35)同 上P. 289

36)著 書No. 9

37)同 上P. 279

38)著 者No. 6P. 293
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一 へ到達 したとみ られる。この限界は, 『陰気

な感 じのものや寂 しいもの悲 しいもの等は, 児童

教育には不向きです。……芸術として用いられた

場合には人生のすべての方面を象徴 したものでな

ければなりませんが, 行進遊戯 として採るものは

明るい一面で十分です。』39)に代表されるように, 

人格陶冶としての教育理念に貫ぬかれた感情の陶

冶, つまり, 感情の範囲を限定 していることと考

え られる。

当時の教育界全体の思想の底流 一 大正期以来

の, 芸術教育と新教育思想の発生 と高まり一 を

考える時, 児童 ・生徒 との"共 流、を目指す中で, 
"教材の教授

、という形態をとりつつ, あくまで

追体験の範囲で芸術教育を把えていることは, 先

に挙げた限界はみられるものの, 芸術の本質に立

脚 しなが ら, それを教育の場で応用するという発

想を見せている。

以上に加えて, 先に述べてきたように, 舞踊や

教育の構造を分析的に把握する視点をもちっつ, 

自己の論を展開してい く聡明さは驚嘆に値するも

のであり, 教育→体育→舞踊の方向をもつ思想 と

実践の中に, 人格陶冶としての教育理念と舞踊教

育 との連関を明らかに したことは, その期の舞踊
・教育の覚醒であったと思われる。

最後に, 本輪文の作成にあたり, 御指導 ・御助

言いただいた, お茶の水女子大学松本千代栄先生

に心よりの感謝 とともに, この稿を終わ りたい。

附1_三 浦 ヒロの略歴40)

1898年(明 治31年10月28日)北 海道札幌市に生 まれ

る。

1916年(大 正5年4. 月)東 京女子高等師範学校文

科入学。

1920年(〃9年3月 〉 同校卒業。附属小学校訓

導 とな る。

1923年(〃12年10月)文 部省在外研究員 と して

ヨーロ ッパ留学(体 操研

究 のため)

l926年(〃15年2月)帰 国

(〃4月)東 京女子高等師範学校に

奉職。

1932年(昭 和7年)丸 子小学校で実践

1935年(〃10年3月)東 京女子 高等師範 学校退

職。

(〃9月)青 山学院女子部 講師 とな

る。

1936年(〃11年4月)同 校体育科専任 とな るo

「研究学級」開始。

1941年(〃16年3月)聖 心女学院初等科専任教

師 とな る。

(〃7月)青 山学院退職。

1942年(〃17年4月)聖 心女学院限職。

1947年(〃22年6月)静 岡市立長 田南中学校教

諭 とな る。

1956年(〃30年)同 校退職。私塾 を開 く。

附2-三 浦 ヒロの著書

1. 「歓 洲の体育 を見て」 薦 田書店パ ンフ レット第三

編T15. 10

2. 「コ ドモノ遊 ビ」 日本体育学会S. 3. 9

3. 「行 進遊戯」 一成社学校教育文庫第4巻S・5. 5

4. 「小学校 に於ける行進遊戯材料 と其指導法」 目黒

書店(上)S. 7. 1(下)S. 7. 10

5. 「女子 髄育よ り見 たる行進遊戯」 建文館 師範大学

講座 磯育l3S. 11. 5

6. 「女性髄 育 とダ ンス」 東洋 図書S. 11. 11

7. 「女學校の唱歌遊戯 ・行進遊戯」 成美堂書店

5. 12. 3

8. 「真実の髄育を求めて」 同志 同行社S. 13. 4

9. 「女教師の手記」 教育科学 社S。18。8

10r「低学年の艦育指導」 第一 教育 出版社S. 23. 7

11. 「四十二本の矢」 西濃印制S. 54. 10

39)著 者Nα3P162

4(》 作成にあた り国枝和子 「三浦 ヒロの体育観 」お茶の水女子大学卒業論文 昭和43年 および 「近代 日本女性体

育史年表」 日本体育社 昭和56年 を参考 と した。
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